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同友会
理念

2016年度
スローガン

良い会社をつくろう、良い経営者になろう、良い経営環境を
つくろうの同友会３つの目的実現に向けて「地域社会と共に
歩む」中小企業の自覚をもち「自主・民主・連帯」の精神で
企業経営と会運営を行うことです。

今こそ、経営者の責任を果たし、「人を生かす経営」を実践し、
地域からあてにされる企業をめざそう！

【人を生かす経営】＝【『労使見解』の精神を生かした経営指針を確立し、社員教育を進め、
障がいのあるなしに関わらず、求人を行う経営】
【人を生かす経営の総合実践】＝【人を生かす経営を、産学官報金労連携の枠組みで、条例
制定運動を通して、地域と企業で実践する】
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会報誌をよりよくするためにご意見やご感想をください。

「
陶
冶
」
の
執
筆
に
あ
た
り

　

今
回
よ
り
、
故
・
鎌
田
哲
雄
専
務
理
事
と
の
約

束
で
あ
る
「
陶
冶
」
の
執
筆
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。「
陶
冶
」
の
１
０
０
号
に
こ
の
コ
ラ
ム

の
目
的
等
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
以
下
、
１
０
０
号
の
抜

粋
で
す
。「
そ
も
そ
も
こ
の
コ
ラ
ム
の
目
的
は
、
同
友
会
の

目
指
す
経
営
者
・
企
業
の
あ
る
べ
き
姿
や
時
代
と
同
友
会

の
関
わ
り
を
映
す
『
鏡
』
の
存
在
に
な
れ
ば
と
の
思
い
で

掲
載
を
始
め
ま
し
た
。
陶
冶
の
意
味
は
、
人
の
性
質
や
能

力
を
円
満
に
育
て
上
げ
る
こ
と
。
人
間
の
も
っ
て
生
ま
れ

た
素
質
や
能
力
を
理
想
的
な
姿
に
ま
で
形
成
す
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
要
は
『
人
間
形
成
』
の
こ
と
を
い
う
表
現
で

あ
り
、『
教
育
』
と
ほ
と
ん
ど
同
義
語
で
す
。
私
自
身
は
、

同
友
会
運
動
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
、『
中
小
企
業
問
題

は
教
育
問
題
』
が
持
論
に
至
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
背
景

か
ら
も
人
間
形
成
や
教
育
に
つ
い
て
の
内
容
が
過
去
の
コ

ラ
ム
の
多
く
を
占
め
て
い
ま
す
。」
▼
私
の
同
友
会
の
入

会
は
１
９
８
９
年
８
月
21
日
で
す
。
こ
の
間
、
同
い
年
の

故
・
鎌
田
哲
雄
専
務
理
事
と
共
に
お
互
い
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
入
会
当
時
、
ま
ず
は
じ
め
に
言

わ
れ
た
こ
と
は
、「
同
友
会
活
動
と
経
営
は
車
の
両
輪
」
で

す
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
、
愛
媛
同
友
会
で

は
、
同
友
会
理
念
に
基
づ
い
た
経
営
と
し
て
「
三
位
一
体

の
考
え
方
＝
『
労
使
見
解
』
を
学
び
、
経
営
指
針
を
確
立

し
、社
員
教
育
を
実
践
す
る
活
動
」
を
提
唱
し
て
い
ま
し
た
。

私
は
こ
の
こ
と
を
忠
実
に
実
践
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
▼
今
後
、
故
・
鎌
田
哲
雄
専

務
理
事
の
愛
媛
同
友
会
設
立
時
の
創
業
価
値
を
忘
れ
ず
、

同
友
会
に
対
す
る
深
い
想
い
、
様
々
な
教
え
を
同
友
会
理

念
実
現
の
た
め
に
活
か
し
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
。（
横
）

 4月27日(木)に愛媛県中小企業家同友会の第33回定時総会を開催いたします。記念講演は「絶対に、故郷を失くさな
い ～震災・原発事故から教わったわが社の基盤～」というテーマで、株式会社北洋舎クリーニング代表取締役で福島県
中小企業家同友会相双地区直前会長の高橋美加子さんにご講演いただきます。定時総会は同友会運動の総括の場でもあり
ます。学びある総会にしていくために実行委員会を中心に準備を進めております。ぜひ皆様ご参加下さい。

第33回定時総会開催迫る！
今こそ、経営者の責任を果たし、「人を生かす経営」を実践し、

地域からあてにされる企業を目指そう！

横　

本　

恭　

弘

（
横
本
社
会
保
険
労
務
士
事
務

所 

所
長
／
愛
媛
同
友
会 

総
務

担
当
理
事
／
愛
媛
県
社
会
保

険
労
務
士
会 

会
長
）

　

１
９
８
９
年
に
愛
媛
同
友

会
に
入
会
。
松
山
支
部
幹
事

長
、
経
営
労
働
委
員
長
を
歴
任
し
、
２
０
０
６
年
か
ら
総

務
担
当
理
事
。
会
員
か
ら
の
「
就
業
規
則
」「
賃
金
規
定
」

等
に
関
す
る
相
談
に
も
対
応
し
て
い
る
。

　

故
・
鎌
田
哲
雄
専
務
理
事
と
は
30
年
近
く
切
磋
琢
磨
し

て
き
た
、
公
私
に
渡
る
友
人
。
２
０
０
４
年
10
月
号
の
「
陶

冶
」
連
載
開
始
以
降
、
執
筆
を
担
当
し
て
き
た
鎌
田
さ
ん

の
指
名
を
受
け
、
今
号
か
ら
「
陶
冶
」
の
執
筆
を
ご
担
当

い
た
だ
き
ま
す
。

○お悔やみ
2017年3月11日に鎌田哲雄専務理事がご逝去されました。心よりご冥福をお祈りいたします。後日「偲ぶ会」（仮称）を執り

行います。詳細は追ってご案内いたします。
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第33回定時総会記念講演
福島の視察に行ってきました！

２月８～９日にかけて、第33回定時総会記念講演講師の

株式会社北洋舎クリーニング　高橋美加子さんを訪ねて６

名で福島県へ行ってきました。現地では高橋さんとの打ち

合わせの他、相馬市や浪江町など福島同友会会員さんの案

内で視察などを行いました。以下は高橋さんとの打ち合わ

せの抜粋です。

【行政との関わりについて】
法律の壁もあってか、国の決めた形通りでないと物事が

進まなかった。こちらの現状を把握した上での対応では必

ずしもない。だから、役所は「してくれない」のではなく

て、「したくてもできない」ため、住民からの厳しい声に疲

弊する職員もいたようだ。

こういった経験から、日頃から行政との情報交換の重要性を感じた。中小企業振興基本条例制定をしている松山市・

東温市においては防災の面もしっかりと行政と話し合って条例に盛り込んでほしい。

【金融機関との関わりについて】
このまま地域が残るのかという不安から、「借りられなかった」、「貸しはがしにあった」、「追加融資には経営陣を一

新しないといけない」など言われた。

【震災・原発事故を経験して分かった事】
企業規模の大小で卑下するのではなく、地域の中で自社は成り立っているんだという事（わが社がないと困る人が

いる）、３つの目的の１つ「良い経営環境」。

利益を出さないと社員への見舞金や地域支援も出来ないが、いざという時にどれだけ利益があれば当面は経営がで

きるかを考えるようになった事（何のための利益か？）。

社員が避難して人手不足の中、残業の過酷さも経験して、

計画的な採用や社員教育、労働時間の見直しなど。

自分の足元の情報が入ってこない中、事務局が会員消息で

情報収集をしてくれた（事務局がハブに）。また、同友会メ

ンバーの助け合いもあったり、避難所でもメンバーがリー

ダーとなっていたことから、「連帯」の大事さ。

最後に、「災害が自社を見直す１つのきっかけとなった。

マイナスをチャンスとしてとらえ、また見直す際も経営理念

を軸にぶれない姿勢を持つ事が大事だと知った。私の経験を

聞くことで自分の事としてとらえてほしいし、また日頃から災害に対する意識を持ってほしい」と高橋さんは言われ

ていました。

４月27日、全日空ホテル南館で第33回定時総会開催されます。講演のみ会員企業の社員さんもご参加いただけるよ

うになっています。皆さんのご参加お待ちしております。

寄稿：武田　正輝さん（恭栄自動車㈱／伊予・松前支部）

訪問者：伊井達哉、今村暢秀、小田美惠、武田正輝、平野啓三、本田美紀（６名）（敬称略、順不同）

打ち合わせの様子

株式会社北洋舎クリーニング外観
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第47回中小企業問題全国研究集会in鹿児島
２月16日㈭、17日㈮に第47回中小企業問題全国研究集会in鹿児島（略称：全研、主催：中同協）が開催されました。

「強靭な企業づくりが日本の未来を切り拓く！～経営維新で夢あふれる中小企業　実践しよう『人を生かす経営』～」
をテーマに行われ、47同友会と中同協から1189名が参加し、愛媛同友会からは、金子司郎さん、杉本太一さん、高岡
和幸さん、中道昇さん、原初さん、平野啓三さん、松田泰幸さん、三好大助さん、吉村紀行さん、米田順哉さん、伊
井達哉の11名が参加しました。

第11分科会を愛媛同友会が担当し、報告者は米田さん、今回初めて導入されたアドバイザーは吉村さん、座長を平
野さんが務めてくださいました。第11分科会は経営者保証に関する分科会で、「『人を生かす経営の総合実践』を貫い
たからこそ見えてきた展望～経営指針の成文化、共有化は経営者保証免除の第一歩～」をテーマとしていました。米
田さんが経営危機からどのように社員と共にV字回復し、経営者保証をはずせるまで至ったのか、吉村さんがどのよう
な背景があり、どう活用していくべきなのかを報告されました。

米田さん、吉村さんからコメントをいただいています。

　2017年2月16日に開催された鹿児島全研の第11分科会で報告させていただきまし
た。故・鎌田哲雄・専務理事から「米田さんはそろそろ条例ではなく自社の経営に
ついて報告してください」と言われたことがきっかけでした。
　分科会テーマの「経営者保証の免除」については、予想に反して問題意識を明確
に持っている参加者はそれほど多くない印象でしたが、その前段である「社員と一
体となって経営指針を実践したことで経営危機を乗り越えることができた」という

内容については、多くの共感を得られたと思います。報告を支えていただいた座長の平野さん、アドバイ
ザーの吉村さん、記録の伊井さん、本当に有難うございました。
　それから天国の鎌田さん、「全研で報告するなら鎌田さんが座長をやってくれることが条件ですよ」と
お話しましたよね。その約束が果たされていません。次に生まれ変わって僕が報告する時は必ず座長をや
ってくださいね。

米田　順哉さん（NPO法人家族支援フォーラム 理事長）

　鹿児島の全研で弊職はアドバイザーとして出席し、同じ県の同友会会員で専門家士
業がアドバイザーとして就くことは他分科会ではないことと言われましたが、結果と
してはテーマと相まって成功であったと思います。報告者が自社の事例における経営
者保証に関するガイドラインの実際の金融機関の対応を報告し、その後、同ガイドラ
インの制定経緯、趣旨、制度などの知識面を弊職が専門家としてアドバイスすること
で、分科会参加者の理解が深まったものと思われます。

　専門家でなければ、体系的な説明は困難であるし、また金融庁が何を意図しているのか、金融機関は何
を求めて動くのか、という単なる経験・知識を超えた流れの説明をすることで、参加者に対して、経営者
としての進むべく方向の指針となれたのではないかと思います。

吉村　紀行さん（弁護士法人たいよう 代表）

米田さんの経営実践報告とそれを裏付ける吉村さんの報告があわさって素晴らしい報告であったと思います。報告
していただいた米田さん、吉村さん、座長の平野さん、ありがとうございました。今後もどんどん愛媛同友会から全
国大会で報告し、参加していきましょう。よろしくお願い致します。

文責：伊井　達哉（愛媛同友会　事務局員）
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松山支部２月例会

松山支部２月例会は満を持して第２地区会幹事の金子司郎さんの報告でした。「皆さん、仕事は好きです
か？」三好大助松山支部長の挨拶から始まった例会は、金子さんの仕事や従業員に対する思いの波乱万丈な
報告を予感させるスタートとなり、バブルと不景気の社会情勢をご自身の状況を踏まえながら赤裸々に報告
して頂きました。　

多種多様な機械部品製作の会社を立ち上げ、バブル期には沢山の従業員を雇用して新社屋を建て、絶好
期を過ごされていた当時は色々な受注を抱え日々忙しい毎日を送られていたそうです。しかし、リーマン
ショックの煽りを受け会社は倒産。一年近くは中々立ち直れない状況になってしまったそうです。

そんな中、債権者でもある企業からのオファーで「当社の営業をしたらどうか？」とのお話をもらい経費
などを企業から受け取り、全国の受注先企業をアポとりしていき顧客を募る現在の仕事内容のシステムを構
築していくようになります。

それは、金子さんの仕事の技術力や知識力はもちろんのこと、人間力も持ち合わせた天性の仕事師の実力
だと感じ、本物を作っていくことで顧客は作られていくという事を
学んだ気がしました。

座長、日野啓介さんの金子さんから得た3点の学ぶべき所、『①理
念と指針の大切さ　②キャッシュフロー経営の大事さ　③大手の
下請けに甘えない確固たる企業づくり』を参加者の皆さんに伝えて頂き、素晴らしい締め
のまとめとなりました。

同友会らしい共に学ぶ貴重な例会になったと思います。金子さん、日野さん、ありがと
うございました。

寄稿：内藤　成博さん（㈲福助珍味／松山支部第2地区会）

今、自社の発展と存続のためにすべきこと
～創業、倒産、新事業立ち上げ、経営者として栄光と挫折から学んだことは～

■日　時：2月14日㈫　　■会　場：えひめ共済会館　　■参加者合計：60名

■報告者：金子　司郎　氏
　合同会社テクノロジープロダクツ　ゼネラルマネージャー／愛媛県中小企業家同友会　松山支部第2地区会幹事

会員情報：有限会社ビーレビュー麺屋十銭・奥江英記さん 麻琴さん

　松山支部の奥江英記さん、奥江麻琴さん親子が営む、尾道ラーメンのお店「麺屋十銭」さんには、多くの会員さんが行かれたこ
とがあると思います。その「麺屋十銭」さんが土曜日だけの貸し切り
のお店をオープンしました。
　三番町の「シェアカフェ晴れときどき」は、その名の通り複数の店
長さんで曜日ごとにお店をシェアする形態で、「麺屋十銭」さんが土
曜日の担当です。
　お祝いを兼ねて松山支部第１地区会幹事有志で３月４日にお邪魔
しました。予定の時間より少し早く到着すると、カウンターの向こう
には、にこやかな英記さんが食事の準備をされていました。いよい
よ食事が始まると、随所に英記さんのこだわりが伝わってきます。何
より驚いたのは、食材の新鮮さ、更に食材の珍しさ。新鮮な生牡蠣を
頬張る三好大助支部長、初めて食す鹿肉のカツに舌鼓の矢野宏道幹事
長。ワインも進み会話も弾み、大満足の食事会でした。
　10名以上の貸し切り制ですので、事前に予約が必要です。ご予算や
メニューについては英記さんとご相談ください。英記さんこだわり
の、季節折々の新鮮な食材のお料理を楽しめますよ。

　シェアカフェ晴れときどき
　　松山市三番町5-3-8　1F

寄稿：髙橋　大輔さん（ソニー生命保険㈱／松山支部第１地区会）

新 店　舗 情 報

座長の日野啓介さん

報告者の金子司郎さん

グループ討論の様子
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四国中央支部２月例会

四国中央支部2月例会は経営指針作成にあたり外部環境を捉えるため、愛媛大学の曽我亘由先生にお越し
いただき、EDOR（景況調査）の目的や意義、調査対象企業の業況、経営の力点など調査結果について説明
いただきました。

EDORは2016年で55回連続して調査が行われ、日本銀行が行っている企業短期経済観測調査（通称：日
銀短観）では追えない県内中小企業のリアルな業況を調査したものになっています。調査の意義としては
⑴経営者の経営活動の自己点検 ⑵景気動向への鋭敏な感覚を磨く材料 ⑶同友会として情報発信の責任を
果たすという、同友会３つの目的にもつながる調査であると教えていただきました。

調査結果を読み解き外部環境の分析にデータを活かそうと報告を聞いていたので、曽我先生から出た同
友会３つの目的にリンクするという言葉は私自身目から鱗でした。

一連の報告を終え日本経済の今後についての見解を示していただき報告は終了しました。
グループ討論では曽我先生から「2016年の四国中央市の景況についてタイトルをつける」というテーマを

いただき討論の予定だったのですが、グループメンバーからは「数値の把握が困難で、データをいかに読み
解けばいいのかわからない」という声があがり、「いかにデータを活用しているのか、具体的に活用方法を
知れば活用できるかも知れない」という投げかけに各々がその活用方法について話し合いが進みました。ま

とめとして日銀短観やEDORなどの大きな指標と自社の業況を
重ね合わせ自社を俯瞰的に見つめる目を養うことと、定点観測
による市況の観測で市場の動向を感じ取ることができる感覚
を養うことも合わせて大切だとなりました。

最後に「EDORを通して自社の経営を振り返りチェックする機会としてほしい」と曽
我先生から言葉をいただき閉会となりました。

本日の報告を聞かせていただき、曽我先生には同友会と関わり景況調査を続けてい
ただけていることに改めて感謝するとともに、景況調査が同友会３つの目的にリンクす
るという新しい気づきをいただいたこと本当に感謝の念に絶えません。お忙しい中の登
壇、 本当にありがとうございました。

寄稿：菰田　晃伸さん（㈱こもだ寝装／四国中央支部）

愛媛県の経営環境の特徴
～EDOR（景況調査）をどう企業経営にいかすのか～

■日　時：２月15日㈬　　■会　場：ホテルグランフォーレ　　■参加者合計：22名

■報告者：曽我　亘由　氏
　愛媛大学社会共創学部　教授／愛媛県中小企業家同友会　会員

会員情報：有限会社エムエム商事・守屋直紀さん

　四国中央支部が今回ご紹介させていただくのは、有限会社エムエム商事取締役、守
屋直紀さんです。
　エムエム商事さんは平成13年に直紀さんのお父様である守屋操社長が設立し、産業
廃棄物の収集運搬作業や店舗、家屋等の解体工事を営んでおられます。
　守屋社長は、市議会議長も務めた経験をお持ちで、周りからの信頼も厚く誠実で丁
寧な仕事ぶりは関連企業の高い評価となって表れています。
　直紀さんが家業をお手伝いし始めたのは平成28年８月と、とても最近です。
　それまでは、地元企業に28年間勤めていたそうですが、今回ゆっくりとお話をさせ
ていただいて感じたことがあります。
　お話の中で見せる笑顔や私に対する気遣い、そして社員さんの事を話すときにすご
くほめていたところが印象的で、きっと前の会社でもみんなに慕われる存在だったに
違いありません。
　解体業は他社との差別化がしにくい業種なので、直紀さんが今実践しているのは、
現場近隣の方への配慮を徹底し、安全、安心、丁寧な仕事を今以上に行いお客様の満
足度を上げていきたいそうです。
　さらに、積替保管施設（石綿含有産廃物含む）免許も取得されているので様々な解
体工事、産業廃棄物の収集運搬作業が可能になっているそうです。
　店舗改装や家屋解体工事などでお困りの際はエムエム商事に相談してください。

寄稿：大村　英幸さん（パレット／四国中央支部）

有限会社エムエム商事
　愛媛県四国中央上柏町603－1
　TEL（FAX）0896－23－1503
事業内容：鉄筋コンクリート建築物解体、
　　　　　木造家屋解体、鉄骨造住宅解体、
　　　　　店舗工場の解体、内装解体、
　　　　　土木工事一式、
　　　　　産業廃棄物収集運搬

グループ討論の様子

報告者の曽我亘由さん

座長の長野禎毅さん
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会員情報：株式会社レスパスコーポレーション

坊っちゃん劇場では、現在、ミュージカル「52days ～愚陀佛庵、二人の文豪～」を上演中で
す。松山中学校の英語教師、夏目漱石の下宿先の愚陀佛庵に子規が転がり込んで過ごした52日間
を、ポップにそしてハートウォーミングに描いています。脚本、演出は宝
塚歌劇団の石田昌也先生です。小さなお子様からご年配の方まで楽しんで
いただけるエンターテイメント性の強い作品となっています。料金は、一
般3,600円（当日3,910円）です。公演日程は、坊っちゃん劇場HPをご覧く
ださい。

寄稿：越智　友莉さん（株式会社レスパスコーポレーション　社員）

９月27日、9月28日に、東京の新宿区立新宿文化センター大ホールでの
公演が決定し、愛媛同友会も後援しています（第12回理事会承認）。

東温・今治支部合同２月例会

　坊っちゃん劇場を運営する株式会社ジョイアートは、「東温文化芸術村構想」を掲げ、壮大な地域
貢献にチャレンジをしています。これは、坊っちゃん劇場を中心として東温市を演劇の街にしていこ
うという取り組みです。
　オープンから10年が経ち、今では多くの愛媛県民の方に認知をされてきていますが、演劇の文化も
無く市場も無い地域での出発には大変な苦労があったそうです。相談先では、このような文化事業は
一企業がやるものではないよと諭され、取締役会では、経営が成り立つはずがない、３年もたないと
反対されます。しかし越智陽一社長は、演劇という舞台芸術の可能性を信じて、周りの人や役所も巻
き込みながら、次々と現れる壁を一歩一歩乗り越えてこられました。
　一流の人たちが手がけてくれた素晴らしい作品は、大人だけではなく子供も楽しめ感動をしてくれ
ているそうです。「誓いのコイン」という作品が、縁あってロシア政府からオファーがありロシア公演
を行い、字幕はあるものの、言葉が通じないにもかかわらず大成功を収めたという話を聞いて、演劇
がもつ力というものを理解することができました。
　また、東温市の小・中学校との交流、市民ミュージカルや中高年劇団との交流といった地域との関
わりを積極的に進めている越智社長は、根底には人と人が近づく事が大切であるという思いを持たれ
ているそうです。舞台後にお客様のお見送りしようと言った時に役者さんたちから反対された時にも、
お客様との距離を近づけることが必要だという事を説明し理解してもらったそうです。反対をされな

がらもお客様視点で自分の信念を貫くトップの姿勢に
感心しました。
　こういった活動が徐々に実り、今では子どもたちに演劇の楽しさを体験してもらう
ためのイベントや、坊っちゃん劇場自体をサポートしてくれる後援会が立ち上がり、
多くの方が応援をしてくれています。演劇を見て育った子どもが大人になり、今度は
自分の子供と一緒に演劇を楽しむといった、越智社長が目指す文化芸術の街づくりが
実現される日は必ず来るのではないでしょうか。
　本日は、今治支部をはじめ他支部からもたくさんのご参加をいただきましてありが
とうございました。越智社長、たくさんの気づきをいただきましてありがとうござい
ました。

寄稿：中村　剛さん（㈱コピー愛媛／東温支部）

文化芸術を地域の産業へ
～20年後を見据えた壮大なチャレンジ～

■日　時：2月21日㈫　　■会　場：利楽　　■参加者：34名

■講　師：越智　陽一　氏
　株式会社ジョイアート　代表取締役社長

坊っちゃん劇場
　〒791-0211　愛媛県東温市見奈良1125
　電話：089-955-1174　FAX：089-955-5830（９時～18時　火曜定休）

坊っちゃん劇場
子規・漱石生誕150年記念作品

ミュージカル「52days ～愚陀佛庵、二人の文豪～」好評上演中！

グループ討論の様子

講師の越智陽一さん

座長の篠原治行さん
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伊予・松前支部２月例会

■報　告　者：堀内　　章 氏　株式会社ハート　代表取締役
　　　　　　　　　　　　　　愛媛県中小企業家同友会　理事・求人教育副委員長

■日　程：2月24日㈮　　■会　場：松前総合文化センター　　■参加者：42名

　2014年６月に、社長と年齢差がなく、創業家の血筋でもなかったにもかかわらず、63才で事業承継さ
れた株式会社ハート代表取締役社長である堀内章さんの報告でした。
　堀内さんは中途採用で入社。創業者や二代目と性格が真逆なのに、なぜか後継者として指名されま
した。後日、前社長にそのことを尋ねると、「性格・色が真逆」と「社長に指名しても断らないだろう」
ということで、「事業承継は堀内専務しかない」と決まったそうです。受けてはみたものの、今までが
良い会社だったために、変革にあたり様々な苦労があったそうです
　堀内さんが特に力を入れたテーマは、１．社員の意識を変える、２．業績向上する取り組み、３．良
い企業風土づくり＆良い企業文化づくりの３点です。会社から創業家が離れても、30年続くようにしよ
うと様々な改革を試みました。良い企業を継いだが故に、社員から「今の方法を変える必要があるの
か」という疑問が生じ、何をやるのも悪戦苦闘の日々だったそうです。
　社員に自分の考えが伝わらない。前社長と真逆な性格が故にぶつかってしまう。会長と社長の話が違
うと社員が混乱する。そんな苦労に悩む2015年４月に株式会社世起の今村暢秀さんに誘われ、同友会に
入会しました。自分の経営指針を社員に伝え理解してもらいながら、様々な改革を行いました。社員の
お子さんを会社に招待する「子ども参観日」の新設は成功例の一つです。社員と家族が一緒に清掃する

ことから始まり、各部署の説明、社員と子どもとの名刺交換を行います。子ども
が親の姿を見ることができ、孫がおばあちゃんの働く姿を見ることで、家族が普
段どんな仕事をしているかが理解できます。そのことで、社員のモチベーション
が上がります。これは正に「社員の家族が、会社に愛情を持つということだ」と
私は感じ、感動を覚えました。
　堀内さんが、「振り返る機会を与えられた。学びの場を与えて下さり、ありがと
うございました」という言葉で締めくくられたことが印象的でした。

 寄稿：木本　康聖さん（木本経営コンサルタント事務所／伊予・松前支部）

会員情報：株式会社中野本舗・中野　恵太さん
砥部町出身の北欧デザインで有名なブランド「マリメッコ」のデザイナーとして活躍し、陶芸家

としても知られる石本藤雄さんプロデュースのギャラリー＆茶房「MUSTAKIVI（ムスタキビ）」
が２月18日に松山ロープウェイ街にオープンしました。

店内には石本さんの作品が随所に展示されており、ゆっくりと作品を鑑賞することができます。
また石垣が見える茶房コーナーでは愛媛の厳選された美味しいお茶と松山の銘菓が味わえ、弊社の
薄墨羊羹をはじめとする各種羊羹も召し上がっていただくことができます。

また物販コーナーでは、石本さんの出身地・砥部の窯元とコラボレーションした砥部焼や、
MUSTAKIVI限定のカラフルなパッケージのお茶や弊社の各種羊羹が販売されております。

一人でゆっくりしたり、友人との楽しいひと時を過ごしたりする際に気軽に立ち寄れそうなお店
で、他のカフェとは少し違う、和と北欧のマッチしたオシャレな空間でした。

寄稿：中野　恵太さん（㈱中野本舗／伊予・松前支部）

63才で事業を承継した、素人社長の悪戦苦闘の日々 ！
～変わりたくない集団から、新しいを受け入れる組織へ～

MUSTAKIVI
　愛媛県松山市大街道３丁目２-27（ロープウェイ街　美工社ビル１F＆B１）
　10：00～19：00（火・水曜休）

例会の様子

報告者の堀内章さん

座長の好永隆之さん
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■日　時：2月13日㈪　　■会　場：二番町ホール
はじめに障がい者委員会委員長の川﨑一輝さんより、この委員会の活動は委員会をはじめ愛

媛同友会全体で継続して努めていきたいという強い想いを話され、勉強会がスタートしました。
続いて愛媛同友会・副専務理事の米田順哉さんより、「先だって実施したアンケートにより、

障がい者雇用に前向きな企業は多く見られたが、二の足を踏んでいる状態が浮き彫りになって
いる。愛媛同友会では以前より、障がい者当人だけではなく、障がい者を取り巻く環境にある
障がいを取り除いていこうという理念があります。障がい者の職場体験実習を通じて、その問
題や不安を取り除き、ひいては障がい者の雇用に進めていければと思う」と同友会の理念と社
会平等性についてお話をいただきました。

障がい者委員会の北野賢三さんより、松山市の円卓会議にて、障がい者雇用促進に向けての
新しい取り組みを愛媛同友会が先駆けとなって進めて
おり、内容は障がい者職場体験受け入れ可能事業所を
インターネット上で閲覧できるMAPを製作。３月末に
は完成予定、『産・学・官』の三位一体となり進めているとご報告いただきました。

愛媛大学教育学部附属特別支援学校・教諭の川本孝先生からは「あくまで企業側が雇用にす
ぐ直結する実習ではなく、障がい者への社会スキルアップへの手助けとして考えていただく事
が前提であり、障がい者の特性と企業側のお仕事の内容がマッチした時の強み、また企業側の
社内スキルアップに大いに貢献できると思う。とにかく学生達は色々な事ができる！（細かい
作業、反復性の強い作業、丁寧な作業）どうぞ実習にご理解とご協力を」とご報告いただきま
した。えひめ障がい者就業・生活支援センターの浜地静香さん、愛媛障害者職業センターの稲
村優さんからも現状と制度についての説明をいただき
ました。

実際受け入れをされている株式会社ナカフードサー
ビス代表取締役の中周作さんより、障がい者雇用を進

めている会社の実例として報告があり、障がい者雇用を進めていくと会社の社風が変わったと
いう内容を話していただきました。初めのうちは、障がい者雇用に対し社内よりクレーム等も
上がっていたが、理解を求め共に働くうちに社員は『当たり前に働く（働ける）喜び』を理解
し、社員への仕事に対する取り組み方が変わり、障がい者はメキメキと上達し今では一般の方
より1.5倍早く仕事がこなせるようになった。そこには会社内での仕事の細分化やチームワーク

の大切なことを理解できた。また障がい者に直接関わ
っていないスタッフにも、会社に対して健全な価値観
を見いだせる事ができたと、障がい者雇用に大きな可
能性がある事をお話いただきました。

おわりに、障がい者委員会副委員長の正岡尚起さんより「まだ始まったばかりですが、これ
から委員会としてはドンドン進めていきたいと思います。障がい者の雇用は大変ですが、生き
がいを増やしていくためには数多くの企業のお力や条件が必要です。一つでも多くのお力・ご
協力のほどをよろしくお願いします」と委員会としての今後の意気込みをお話して頂き勉強会
は無事終了いたしました。

企業が障がい者の固定観念を一度フラットにして頂き、実習へのご理解を進めてほしいと思
います。

寄稿：渡邉　泰正さん（障がい者委員会）

障がい者委員会　勉強会
～障がい児・者の職場体験実習について～

会員情報：まつうらバンビクリニック・松浦健治さん

今治支部新会員の松浦健治さん（まつうらバンビクリニック　院長）を、副支部長の横田
真人さんと事務局の大北で訪問しました。
「まつうらバンビクリニック」は、40年以上にわたって松浦さんの父親が院長を務めてき

た「松浦小児科医院」が前身。2013年に松浦さんが引継ぎ開業しました。横田さんにとって
は「松浦小児科医院」時代からの「かかりつけ医」だそうです。

幼い頃から父親の姿を見て、自然と医師を志した松浦さんは、子どもの人口が減少し、小
児科医も減少する中で、「格好良く言うと、必要とさ
れていると感じて」「実は結構、暇なのではないかと
思って（笑）」、父親と同じ小児科医の道を選びました。
開業から４年が経った今、１日平均70名を診察する
忙しさ。そんな中で松浦さんが大切にしているのは、

「親御さんはもちろん、子どもさん本人ともしっかり
話をする」ということ。自身も３児の父親である松浦
さんらしい姿勢です。診察室の机の前には、患者さん
からのお礼の絵が誇らしげに飾られていました。

文責：大北　雅浩（愛媛同友会　事務局員） まつうらバンビクリニック外観

松浦さん（右）と横田さん

患者さんからの御礼の絵

ナカフードサービスの中周作さん

えひめ障がい者就業・生活支援
センターの浜地静香さん　　　

愛媛大学教育学部附属特別支援学
校の川本孝先生

愛媛障害者職業センターの
稲村優さん　　　　　　　
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◆講座目的：①生きた経済や経営を実践的に学ぶことで日本経済の仕組と、中小企業の全体像（歴史、魅力、役割、強み、弱み）
が理解でき、今後の展望として中小企業が経済の主役であることが発見できると同時に、中小企業の未来を担う人
材をつくる講座です。

②世の中は捨てたものではなく信頼に足るということを講師を通して学ぶ。
③講師陣は中小企業の未来を切り拓くために産・学・官・報連携によって構成しています。

◆ 2016 年度特徴：10 年目を迎えた今年度提供講座は、中小企業の歴史や面白さと価値を体系的に学ぶこと。講師の人生における
選択と生きる力を学ぶことで職業観と勤労観を醸成することを目的として構成しました。

回 日　程 テーマ 講　師

１ 10月６日 ○提供講座のガイダンス
なぜ提供講座か・中小企業の実態と役割を学ぶ意義

曽我亘由　愛媛大学法文学部　准教授
伊井達哉　愛媛同友会　事務局員

２ 10月13日 ○中小企業こそ日本経済・社会の真の担い手
　中小企業家同友会の運動から

国吉昌晴
中小企業家同友会全国協議会　顧問

３ 10月20日 ○生協一筋40年
　生協をもっとメジャーにしたい♪

松本等（愛媛同友会）
生活協同組合コープえひめ　理事長

４ 10月27日 ○世の中でいちばん嫌いな仕事が天職になった
食文化を守る人育て経営

眞鍋明（愛媛同友会）
㈱マルブン　代表取締役

５ 11月10日 ○私の職業観・人生観
　意味と選択

関口訓央
愛媛県経済労働部産業支援局　局長

６ 11月17日 ○切り取り、紡ぐ
　世界と歴史

鈴木孝裕
愛媛新聞編集局社整理部　副部長

７ 11月24日 ○ICT技術の進化で変わるこれからの仕事・働き方
　技術革新にともなうこれからの働き方を考える

松本英次（愛媛同友会）
㈱アービンズ　代表取締役

８ 12月１日 ○自立的で質の高い中小企業経営 服部豊正（愛媛同友会）
服部製紙　㈱代表取締役会長

９ 12月８日 ○愛媛の食文化を支えるモノづくり
　“地産地消”を鍵に、本物にこだわり続けて

田中正志（愛媛同友会）
ギノーみそ㈱　代表取締役

10 12月15日 ○絵本は心の扉
　子どもたちが絵本に親しむ空間づくり

森本智香（愛媛同友会）
㈱コッコ・サン　代表取締役

11 12月22日 ○あなたの人生の目的は？
　人生の目的を意識した毎日を過ごす経営を目指して

重見弥生（愛媛同友会）
㈲ひばり園　代表取締役

12 １月12日 ○働くとは何か
　何故、どのように生きるのか

安丸雄介
愛媛同友会事務局員

13 １月19日 ○松山市の中小企業支援の取り組み 八塚健
松山市地域経済課　主幹

14 １月26日 ○愛媛の中小企業を知る 会員企業

15 ２月２日 ○さぁ、やってみましょう！　あなたが創るグループ討論
提供講座での学びと来年の提供講座への提案

玉井和幸（愛媛同友会）
パートナーシップ経営塾　代表

2016年度　第10期　愛媛大学法文学部

「現代中小企業論　私の人生（キャリア）設計、その意味と価値
～何のために生きるのか～」

「愛媛県中小企業家同友会・提供講座」

◆毎週木曜日・第５時限（16時20分～17時50分）　　◆愛媛大学法文学部講義棟 305教室
2007年から継続しています愛媛大学での提供講座の2016年度カリキュラムを紹介します。

テーマ：経済学特講

会員情報大募集!!
広報情報化委員会では会員皆さんの情報をお待ちしています。

会報誌で自社情報を発信しませんか？

是非、愛媛同友会会報誌を発信のツールとしてご活用下さい！

お問い合わせは愛媛同友会事務局まで。
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3

株式
会社志賀商店豆

の
こ
と
な
ら

何
で
も

ご
相
談
下
さ
い

愛媛県西条市今在家 921 番地
TEL:0898-64-1333
HP:http://shiga-mame.co.jp

同
友
会
で
俳
友
会

　
今
月
の
兼
題
は
「
桜
」
で
す
。
今
月
は
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
に
該
当
す

る
作
品
が
無
か
っ
た
の
で
、
で
き
る
だ
け
沢
山
の
俳
句
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
タ
イ
ヤ
替
え
桜
の
ト
ン
ネ
ル
は
ず
む
声

�

武
田
　
正
輝
さ
ん
（
恭
栄
自
動
車
株
式
会
社
／
伊
予
・
松
前
支
部
）

　
凍
結
し
た
道
を
走
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
冬
用
タ
イ
ヤ
か
ら
ノ
ー
マ
ル

タ
イ
ヤ
に
替
え
て
ド
ラ
イ
ブ
で
す
。
満
開
の
桜
並
木
は
ト
ン
ネ
ル
の
よ
う

で
す
。

　
登
下
校
黄
色
い
隊
列
舞
う
桜

�

武
田
　
正
輝
さ
ん
（
恭
栄
自
動
車
株
式
会
社
／
伊
予
・
松
前
支
部
）

　
黄
色
い
帽
子
を
被
っ
た
小
学
生
の
登
下
校
の
列
に
、
桜
の
花
び
ら
が
舞

っ
て
い
る
景
色
で
す
。
新
学
期
の
新
鮮
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　
咲
く
桜
人
を
惑
わ
す
悪
女
な
り

�

合
田
　
夏
樹
さ
ん（
株
式
会
社
ス
ズ
キ
販
売
四
国
中
央
／
四
国
中
央
支
部
）

　
い
に
し
え
よ
り
人
々
は
、
桜
に
妖
し
さ
を
感
じ
て
き
ま
し
た
。
美
し
い

だ
け
で
は
な
い
の
も
桜
の
魅
力
で
す
。

　
桜
散
り
歳
重
ね
て
は
親
思
う

�

真
鍋
　
豪
さ
ん
（
株
式
会
社
シ
ン
ア
イ
／
四
国
中
央
支
部
）

　
歳
を
重
ね
る
ほ
ど
に
強
く
な
る
親
を
思
う
気
持
ち
。「
桜
散
り
」
と
呼
応

し
ま
す
。

　
桜
道
出
合
い
や
わ
か
れ
向
か
う
あ
す

�

真
鍋
　
豪
さ
ん
（
株
式
会
社
シ
ン
ア
イ
／
四
国
中
央
支
部
）

　
桜
の
頃
は
出
会
い
や
別
れ
の
季
節
で
す
。
明
日
へ
向
か
う
前
向
き
さ
を

感
じ
ま
す
。

　
愛
猫
を
連
れ
て
登
っ
た
桜
山

�

真
鍋
　
豪
さ
ん
（
株
式
会
社
シ
ン
ア
イ
／
四
国
中
央
支
部
）

　
気
ま
ま
に
生
き
る
飼
い
猫
に
も
、
あ
の
素
晴
ら
し
い
桜
の
山
を
見
せ
て

や
り
た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
飼
い
猫
へ
の
愛
情
を
感
じ
ま
す
。

　
夕
桜
空
を
も
染
め
る
淡
い
恋

�

矢
野
　
邦
子
さ
ん
（
有
限
会
社
矢
野
商
事
）

　
青
春
の
淡
い
恋
で
は
あ
り
ま
す
が
、
想
い
は
空
を
も
染
め
る
ほ
ど
の
情

熱
で
す
。「
夕
桜
」
が
染
ま
り
ゆ
く
空
に
映
え
て
い
ま
す
。

　
し
く
じ
り
を
繰
り
返
さ
せ
ず
特
攻
桜
花

　
　（
日
本
が
大
東
亜
戦
争
に
開
発
し
た
航
空
機
（
特
攻
兵
器
））

�

石
川
　
義
和
さ
ん
（
有
限
会
社
石
川
工
作
所
／
四
国
中
央
支
部
）

　
兼
題
が
「
桜
」
な
の
で
、実
物
の
桜
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

特
攻
兵
器
の
「
桜
花
」
は
固
有
名
詞
で
す
が
、
青
春
の
盛
り
に
儚
く
も
散

っ
た
特
攻
隊
員
を
、
実
物
の
桜
と
重
ね
合
わ
せ
て
表
現
し
て
い
る
と
捉
え

る
と
、
季
語
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
よ
い
と
思
い
ま
す
。（
選
者
に

よ
り
判
断
は
異
な
り
ま
す
）。

六
月
号

　
兼
題
　「
父
の
日
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

締
め
切
り
　
四
月
三
十
日
　

七
月
号

　
兼
題
　「
夕
立
」（
ゆ
う
だ
ち
）（
ゆ
だ
ち
）
四
音
・
三
音
ど

ち
ら
の
読
み
方
も
で
き
ま
す
。

�

締
め
切
り
　
五
月
三
十
一
日

八
月
号

　
兼
題
　「
冷
奴
」

�

締
め
切
り
　
六
月
三
十
日
　

講
評
：
髙
橋
　
大
輔
さ
ん
（
広
報
情
報
化
委
員
会
）

皆
さ
ん
の
投
句

　
　
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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国
の
財
政
は
、
日
銀
の
異
次
元
緩
和
と
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
っ

て
破
綻
が
現
実
の
も
の
と
し
て
迫
っ
て
い
ま
す
。
国
と
地
方
の
借
金
は

G
D
P
比
で
2
0
0
%
を
超
え
ま
し
た
。
国
の
財
政
を
再
建
す
る
た
め
に

は
「
増
税
」「
歳
出
削
減
」「
経
済
成
長
」
の
三
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
2
0
2
0
年
か
ら
団
塊
世
代
の
人
々
が
75
歳
と
な
り
、
稼
ぎ
手
か

ら
年
金
受
給
者
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
医
療
・
介
護
費
が
急
増
し
ま

す
。
厚
生
省
は
2
0
1
5
年
度
に
約
50
兆
円
か
か
っ
て
い
た
医
療
・
介
護

費
が
10
年
後
に
は
75
兆
円
に
膨
ら
む
と
計
算
し
て
お
り
「
歳
出
削
減
」
は

困
難
で
す
。
経
済
成
長
も
人
口
減
少
な
ど
で
期
待
は
で
き
ま
せ
ん
。
残
さ

れ
た
の
は
「
増
税
」
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
増
税
は
国
民
の
消
費
を
冷

え
込
ま
せ
ま
す
。
敗
戦
直
後
の
日
本
も
膨
大
な
借
金
を
抱
え
て
い
ま
し

た
。
1
9
4
4
年
の
時
点
で
国
の
借
金
残
高
は
G
D
P
比
で
2
0
4
%
に

も
達
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
終
戦
か
ら
わ
ず
か
5
年
後
に
は
14
%
に
ま

で
減
ら
し
た
の
で
す
。
戦
時
中
政
府
は
戦
費
を
賄
う
た
め
大
量
の
国
債
を

発
行
し
て
国
民
に
買
わ
せ
ま
し
た
。
当
時
の
政
府
は
「
戦
費
と
国
債
」
と

い
う
パ
ン
フ
を
作
成
し
て
「
国
債
を
国
民
が
全
部
消
費
す
れ
ば
、
国
民
は

貸
し
手
で
あ
り
、
国
が
利
子
を
払
っ
て
も
国
民
の
懐
に
入
り
経
済
の
基

盤
は
揺
る
ぐ
こ
と
は
な
い
」
と
宣
伝
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

巨
額
の
借
金
は
「
預
金
の
封
鎖
」「
通
貨
の
切
替
」
最
高
90
%
の
「
財
産

税
」
な
ど
で
事
実
上
踏
み
倒
さ
れ
た
の
で
す
。
特
に
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ

レ
ー
は
1
9
4
6
年
の
時
点
で
4
3
3
%
を
超
え
て
い
ま
し
た
。「
イ
ン

フ
レ
税
」
と
云
わ
れ
イ
ン
フ
レ
政
府
の
借
金
を
減
ら
す
最
も
有
効
な
手
段

で
す
。
例
え
ば
1
億
円
の
金
を
持
っ
て
い
て
も
物
価
が
10
倍
に
上
が
れ
ば

1
0
0
0
万
円
の
価
値
し
か
な
く
な
り
ま
す
。
差
引
9
0
0
0
万
円
は
政

府
に
没
収
さ
れ
た
の
も
同
然
で
す
。「
政
府
は
時
々
嘘
を
言
う
」
こ
の
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

国
家
財
政
の
破
綻
に
備
え
る

秋  

川  

保  

親 

氏

秋
川
会
計
事
務
所
㈱
取
締
役

　
愛
媛
同
友
会
　
経
営
相
談
室
長

会員掲示板
○お悔やみ

藤田一郎氏・㈱トータル・ビル・サービス　代表
取締役のご尊父　藤田群司様が、２月18日ご逝去さ
れました。謹んでお悔やみ申し上げます。

大野　栄一（おおの　えいいち）
1955年10月12日生まれ　松山支第1地区会
㈱ディースピリット　代表取締役
情報システムのインテグレーション、ホームペー
ジ及びＷＥＢシステムの開発
〒791-1102　松山市来住町1430-1
TEL(089)948-4100　FAX(089)948-4101
紹介者／愛媛同友会　鎌田　哲雄

山川　侑希（やまかわ　ゆうき）
1985年8月28日生まれ　伊予松前支部
㈱アベレージ　専務取締役
包装資材関連全般、設備・省力機器全般
〒791-8031　松山市北斎院町631-12
TEL(089)953-5221　FAX(089)953-5223
紹介者／義農味噌㈱　田中　正志

西村　勝志（にしむら　かつし）
1963年3月12日生まれ　松山支部第1地区会
愛媛大学 社会共創学部　学部長　大学
〒790-8577　松山市文京町３
TEL(089)927-8200　FAX(089)927-8200
紹介者／NPO法人家族支援フォーラム　米田　順哉

塩見　悦夫（しおみ　えつお）
1971年1月24日生まれ　松山支部第３地区会
塩見青果　代表　青果卸業
〒791-8017　松山市西長戸町768-2
TEL(089)924-9270　FAX(089)904-4706
紹介者／金券センター松山　橘　真徳

大石　一浩（おおいし　かずひろ）
1984年5月28日生まれ　松山支部第1地区会
ＮＰＯ法人四国青年ＮＧＯ HOPE　理事長 
四国の若者の人材育成、キャリア支援
〒790-0833　松山市祝谷2丁目2-6
TEL(089)906-5994　FAX(089)906-5994
紹介者／NPO法人家族支援フォーラム　米田　順哉

（２月３日～３月17日）新入会員ご紹介（５名）
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私たちは ICTで、誰もが働きやすい社会を創出します。

089-987-6046

089-945-7698

システム開発事業・Web 開発事業
IT を使って、地域の方々の「あったらいいな」を
実現するシステム開発、Web 制作を行います。

就労移行支援事業
現役で活躍する IT エンジニアが技術支援を行い、
障がいを持つ方が就労するためのお手伝いをします。

就労継続支援 A 型事業
障がいを持つ方が、仕事を通じて社会的に自立し、
地域へ貢献する人財となる就労の場を提供します。

放課後等デイサービス事業
障がいをもつ子供たちが、IT 学習を通して、社会性、
人間性を身につけ、夢を実現するお手伝いをします。

http://npo-fjs.org/

http://www.fellow.co.jp/

特定非営利活動法人

開会挨拶：平野啓三

　２月に入り、定時総会記念講演の打ち合わせのために福島県中小企業家同友会・
相双地区の高橋美加子さんのところに訪問し、また中小企業問題全国研究集会で
は帰りに熊本同友会・政策委員長の案内で熊本の被災地の状況を確認してきまし
た。被災の中で同友会の企業が大きな役割を果たし、事務局が地域のハブになっ
ていることがよく分かりました。愛媛同友会も地域で役割を果たしていけるよう
に、来年度の方針で徹底できるようにしていき、総会に向けて準備していきたい
と思います。

報告事項

報告事項
⑴　正副代表理事会議、各本部、各支部、各委員会活動報告

○障がい者委員会・櫻田直也副委員長より2月13日開催の障がい者委員会勉
強会の結果内容が報告されました。全体で41名の参加、米田順哉会員より
実施したアンケートの取り組み、北野賢三会員より産学官連携のとりくみ、
愛媛大学教育学部付属特別支援学校の川本先生から現状の職場体験の学校
の考え方について、中周作会員より実習受け入れの事例が報告されました。

○求人教育委員会より、3月13日にアイテムえひめで合同企業説明会の事前
説明会が行われ、今回は参加企業以外の参加も可とするオープン形式で
行うこと、またこれまでインターンシップ受け入れ実績のある五大学以外
に、新たに専門学校などへも委員と事務局で案内に回ることが報告されま
した。　

○四国中央支部・長野禎毅支部長より小グループ活動として経営指針実践塾
や徳島訪問のとりくみが報告されました。四国中央市での合同入社式開催
は参加者が少なく、2017年度は見合わせる見通しだと報告されました。こ
の報告を受け、中会員より今後各支部のとりくみを理事会等で密に共有す
ることが大事だと意見されました。

⑵　中小企業家同友会全国協議会・総会議案書について
平野代表理事より中同協四国ブロック代表者会議での標記の論議内容とし
て、金融機関のベンチマークの学習などの提起内容等が報告され、議案書へ
の意見集約を再度呼びかけられました。

⑶　全国・他団体行事の報告・・・文書報告
⑷　鎌田哲雄専務理事の現状について報告されました。

※鎌田哲雄専務理事は3月11日に永眠されました。

協議事項

⑴　愛媛同友会 県及び各支部・委員会の方針スローガンについて報告され、確
認されました。

作成中の各支部・委員会の方針・スローガンについては事務局まで送信して
頂き、理事・各支部・委員会メンバーへ配信して文書を確認していく形をと
ることとしました。

⑵　愛媛同友会「ビジョン」について
現在の中期ビジョンが長期的課題や直近の課題が混在している問題や、新た
に中同協が経営指針に10年ビジョン策定を位置づけたことを踏まえ、愛媛同
友会としての「10年ビジョン」を策定し、確定後に中期ビジョンを改めて協
議し直すことが米田副専務理事より提案されました。また、愛媛同友会10年
ビジョン案についても提案され、今後も各支部・幹事会で論議して意見を頂
きながら協議を重ねていきます。
下記の意見が出されました。

三好大助：10年ビジョンの企業づくりのところの文章で、必要なことは経営
指針を社員と共有してそれに則って「実践」するということであり、また「外
部発信することで業績を伸ばす」という表現が少し違うように思います。
平野啓三：ここでは理念を発信している会社のほうが、作成しても発信して
いない会社より実績が良いというデータ結果が中同協で出ていることを考え
た文章ではないかと思います。
米田順哉：確かに経営指針を実践するという文言は、その通りで明記しない
といけません。理念も含めて誰から見られても恥じない経営状態にあろうと
いう意味合いと、中小企業の情報の発信力の弱さに問題意識があって外部発
信をするということを明記しました。また、「同友会らしい黒字企業」とい
う言葉についても良いフレーズだと感じていますが、この間に分かりづらい
とのご意見も頂いておりますので、「憧れの中小企業」というような愛媛同
友会で使われてきたキーワードに言い回しは変えてもよいのではないかと考
えています。

⑶　次期の人事について、理事会推薦者の進捗状況が確認されました。
次期専務理事には米田順哉会員を候補者として理事会推薦することを確認し
ました。

承認事項

⑴　前回第10回理事会から第11回理事会までの会員数の推移及び入会・退会の承
認をしました。

⑵　社会共創学部・社会共創コンテストの後援依頼について承認しました。
⑶　愛媛大学・高度外国人育成プログラム構想に関する依頼について承認しました。
⑷　第58回地方自治研究愛媛研修会の後援・協力依頼について承認しました。
⑸　次期理事立候補について一般会員公募を行うことを承認しました。
⑹　愛媛同友会の組織再編について米田順哉会員より提案され、協議しました。

四国中央支部の副支部長・副幹事長を理事とすることを確認しました。また、
委員会には研修オリエンテーション委員会は各支部が機能を担っていくこと
を前提に解散とし、環境委員会は長く委員長不在で担い手がいないことから
当面解散することとします。企業連携委員会は事務局が本来機能として担う
べきではないかと提起され、あり方を再協議します。
また、組織図案は再協議し、議案書資料としては現在の案で掲載していくこ
とで確認しました。

⑺　次期2017年度理事会日程について承認しました。
①４月27日㈭、②５月25日㈭、③６月22日㈭、④７月27日㈭、⑤８月24日㈭、
⑥９月28日㈭、⑦10月26日㈭、⑧11月24日㈮、⑨12月14日㈭、⑩１月25日㈭、
⑪２月22日㈭、⑫３月22日㈭、⑬４月12日㈭

⑻　第33回定時総会参加費について承認しました。
参加費：8,000円（第１部～第３部）とします。
但し、会員企業の社員（オブザーバー）は第一部（記念講演）の参加のみの
場合3,000円とします。

閉会挨拶：田中正志

　総会に向けてとても良く深い論議ができているように思います。今までは議案
書に載っていることから学ぶという流れでしたが、今回は議案書が載る段階で
PDCAを回して理事会で諮って支部・幹事会へ持ち込むという流れができていま
すので、少しずつ良い理事会になってきていると思います。最終目的は良い会社
にするということです。学んだことを自社で計画に落とし込んで良い会社にして
いかないと、学んだ意味がないので、ぜひ皆さん一緒に学んで計画に落とし込ん
でいってほしいと思います。

201６年度　愛媛同友会　第11回理事会　議事録

開会に先立ち、安丸雄介・事務局員から出欠状況と委任状提出状況の報告がありました。

【日時】2017年2月23日㈭18時30分～20時45分　　　　【会場】アイテムえひめ会議室
【出席者】理事：20名、事務局員₄名　　　　【委任状提出】20通　　　　【議長】前田眞　　　　【議事録作成者】安丸雄介



究 極 の 挑 戦 者

昔ながらの尾道中華そば
麺 屋 十 銭
〒790‒0004 愛媛県松山市大街道２丁目３‒１５

携 帯　０８０‒５６６９‒０８６５

有限会社矢野商事（矢野質店）
住所:松山市花園町2番地3　電話:089ｰ941ｰ4044

別注・取付家具
リフォーム・インテリア家具

〒791ｰ1113　愛媛県松山市森松町135番地1
TEL(089)976ｰ2679　FAX(089)976ｰ 6493
E-mail：info@abe-mokkou.jp
URL：http://abe-mokkou.jp

弁護士法人
四国の躍進は地域企業と法律家の連携で

愛媛県弁護士会所属　代表弁護士／吉村紀行

☎ 089－907－5601
愛媛県　大洲事務所

たいよう

☎ 0893－59－0353
愛媛県　松山事務所

〒794-0028 今治市北宝来町2丁目2-22
TEL
FAX

平野薬局グループ

（0898） 32 - 0255
（0898） 32 - 0350

cafe &DinigBar
haco 朝生田店

お酒の販売店
媛の蔵

089-935-8558089-935-8558

089-947-6817

居酒屋ダイニング
おだいどこ

釜飯と串焼
とりでんのうめん店

うまいもんおとぎばなし

花咲か爺屋

089-913-6050

名物炭火炙り焼き
浪花屋 鳥造

089-993-6188

089-968-1753

089-968-6836

うまいもん おとぎ話

釜飯と串焼
とりでん三番町店

089-915-1194

レストラン
愛彩館

089-955-2008

居酒屋
銀の鶏

089-927-1778

居酒屋
ぶらぶらある記

089-933-6716

089 913 6050

http://issei-g.jp

いっせいグループ

「食」 を通じて笑顔の輪を広げます。「食」 を通じて笑顔の輪を広げます。

〒790-0066　愛媛県松山市宮田町 186 番地４　松山駅前ビル４F
TEL：089－948－8294　FAX：089－948－8296

―　明日を拓くパートナー　―

安部　真　／　井上　徳之　／　近藤　壮　／　十河　篤史

（　あ　し　た　お　）



JXエネルギー株式会社特約店

 

本部/松山市朝生田町 3‐1‐12

℡（089）931-5201 

http://www.coopehime.or.jp 

家庭用からプロ仕様まで／消防・防災の専門商社


